
 

 

平成２６年度第１回 

函館市生活交通協議会資料 

 

資料－１  地域間幹線系統確保維持計画および生活交通路線確保維持計画について 

    

 資料－２  地域間幹線系統確保維持計画（平成27年度～29年度）（案） 

       生活交通路線確保維持計画（平成26年度～29年度）（案） 

（参考）系統図 

 

資料－３  平成２６年度事業内容について 

 （別紙－１） 交付申請（地域公共交通調査事業） 

 （別紙－２） 交付決定（地域公共交通調査事業） 

 （別紙－３） 検討スケジュール 
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地域間幹線系統確保維持計画および生活交通路線確保維持計画について 

 

１ バス路線に関する補助制度について 

 国においては，存続が危機に瀕している生活交通のネットワークについて，地域特

性や実情に応じた最適な交通手段を確保・維持するため，地域の多様な関係者による

議論を経た地域の交通に関する計画等に基づき実施される取組みを，一体的かつ継続

的に支援するため，新たな補助制度として地域公共交通確保維持改善事業（交通サバ

イバル戦略）が創設（平成23年4月施行）された。 

 そのほか，北海道や市町村の補助制度により，国の補助事業の対象外となるバス生

活路線について一定の補助を行うなど，国・北海道・市町村の適切な役割分担により，

バス路線の維持・確保が図られている。 

補助対象となる路線は，系統キロや輸送量，運行回数などによって， 

○  国と道が維持する路線（地域間幹線系統）， 

○  道と市町村が維持する路線（広域生活交通路線）， 

○  市町村のみで維持する路線（市町村単独補助路線） 

      の３種類に区分される。 

（補助対象期間は前年度の10月１日から当該年度の９月30日まで） 

 

２ 計画策定に係る市生活交通協議会における協議 

 生活交通路線の維持に係る国や道の補助を受けるには，北海道の地域協議会で路線

維持に関する３カ年計画を策定し，国の承認を得ることとされている。 

 北海道の地域協議会が今年度策定する計画は，地域間幹線系統確保維持計画と生活

交通路線確保維持計画の２つで，これらに登載される市内関係路線については，市の

補助対象路線にもなることから，本市協議会においても協議するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                          

路 線 区 分 策 定 計 画 

地域間幹線系統  

（国と道の補助） 

地域間幹線系統確保維持計画書 

平成27年度（H26.10～H27.9運行分） 

平成28年度（H27.10～H28.9運行分） 

平成29年度（H28.10～H29.9運行分） 

広域生活交通路線 

（道と市町村の補助） 
生活交通路線確保維持計画 

平成26年度（H25.10～H26.9運行分） 

平成27年度（H26.10～H27.9運行分） 

平成28年度（H27.10～H28.9運行分） 
函館市生活交通路線 

（市の補助） 

資料－１ 

補助対象路線となる市内関係路線について， 
市協議会でも協議・検討し，その結果を 
計画に反映 

都道府県協議会で 

計画策定 
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■ バス生活路線維持費補助制度の概要 

区  分 
地域間幹線系統 

（国と道の補助） 

広域生活交通路線 

（道と市町村の補助） 

函館市生活交通路線 

（市の補助） 

系 統 キ ロ 

・複数市町村（※1）に 

またがるもの 

・広域行政圏の中心都市 

にアクセス 

10㎞以上 

（循環系統は20km以上） 
－ 

運 行 回 数 

（※2） 
3回以上／日 

・複数市町村および過疎地域 

2回以上／日 

・単一市町村 

3回以上／日 

－ 

輸 送 量 15～150人／日 

・複数市町村および過疎地域 

10～150人／日 

・単一市町村 

15～150人／日 

－ 

補 助 対 象 

経 費 

経常費用－経常収益 

平均乗車密度が 5 人未満

の路線は輸送量を 5 人で

除した数値を運行回数と

みなした場合の運行回数

分に相当する額 

経常費用－経常収益 

平均乗車密度が5人未満の

路線は輸送量を5人で除し

た数値を運行回数とみな

した場合の運行回数分に

相当する額 

経常費用－経常収益 

補 助 対 象 

期 間 

補助金の交付を受けようとする会計年度の 

9月30日を末日とする1年間 

補助限度額 

経常費用の45％ 

（45％を越えた額は 

  市町村が負担） 

経常費用の45％ 経常費用の45％ 

負 担 割 合 
国 1／2 

道 1／2 

・複数市町村および過疎地域 

道   1／2 

市町村 1／2 

 

 

 

＜市町村は距離按分＞ 

 

 

 

全額市町村 

 

 

＜市町村は距離按分＞ 

1※1 複数市町村要件は平成13年3月31日における市町村の状態に応じて決定するが，平成13 

年4月1日以降に市町村合併が行われた後に同一市町村内の路線を新たに補助対象とするこ 

とはできない。 

1※2 運行回数は地域協議会が認めた場合は平日1日あたりとする。 
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≪函館市生活交通路線（市単独補助路線）補助対象路線の概要≫ 

補助対象とする路線（19年度以降新規補助対象路線は市内完結路線） 

○平均乗車密度が５人以上の不採算路線 

○平均乗車密度が５人未満の不採算路線で，事業者が函館市生活交通協議会に 

おける意見を尊重して，起終点や経路，運行回数などについて見直しを行う 

改善計画を作成し，改善計画に基づく見直しを実施した路線（ただし，旧４ 

町村関係路線については，当分の間，継続して補助対象路線とする。） 

 

参 考 

地域間幹線系統と広域生活交通路線の補助制度では，補助対象となる路線にお 

いて，他の路線と競合する区間が50％を超え，かつ，その区間の１日の合計輸送 

量が150人を超える場合は，競合区間の割合に応じて当該補助対象路線の補助金 

がカットされることとなっており，このことから，函館市・北斗市・七飯町にお 

いては，この補助金のカット分の一部について事業者に補助をしている。 

なお，国においては，地域間幹線系統確保維持計画に位置付けられた路線の維 

持に係る地方の取り組みに対して，特別地方交付税措置を講じることとしている。 
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３ 地域間幹線系統確保維持計画(案)および生活交通路線確保維持計画(案)について 

 地域間幹線系統確保維持計画および生活交通路線確保維持計画に登載される函館市

関係分の路線について，渡島地域生活交通確保対策協議会案（資料－２）が示された

ところである。 

 市としては，案で示された路線は市民生活に必要であると認められることから，地

域間幹線系統確保維持計画および生活交通路線確保維持計画に位置づけ，国・北海道

とともに路線維持補助制度に則って補助を行い，その運行を確保していきたいと考え

ている。 

 

■ 「１日当たり運行回数」を「平日１日当たりの運行回数」とする路線〈市関係分〉 

地域間幹線系統 

  １日当たりの運行回数３回以上→平日１日当たりの運行回数３回以上 

・函館鹿部線② （バスセンター～七飯～鹿部出張所） 

・川汲鹿部線① （バスセンター～川汲～椴法華支所前） 

・川汲鹿部線② （バスセンター～川汲～鹿部出張所） 

・上磯線    （バスセンター～七重浜～茂辺地） 

 ・函館木古内線②   （バスセンター～函病・五稜郭～小谷石） 

 ・函館松前線（松前号）（松前出張所～知内出張所～バスセンター） 

 利用客数が減少する年末年始においては，運休や減便による特別ダイヤで運行

し，効率的な運行を図っている。 

 

広域生活交通路線 

  １日当たりの運行回数２回以上→平日１日当たりの運行回数２回以上（複数市町村にまたがる路線） 

・函館鹿部線（バスセンター～七飯～峠下小学校） 

 主に通学利用目的の学生便となっていることから，土日祝日は運休し，効率的

な運行を図っている。また，利用客数が減少する年末年始においては，減便によ

る特別ダイヤで運行し，効率的な運行を図っている。 
 

・七飯線（バスセンター～七飯～ななえ新病院） 

 主に通院，通学利用目的となっていることから，土日祝日は間引き運行し，効

率的な運行を図っている。また，利用客数が減少する年末年始においては，減便

による特別ダイヤで運行し，効率的な運行を図っている。 
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《参 考》 

 

■ 系統の分類〈市関係分〉 

                （上段：平成26年度，下段：平成25年度） 

 複数市町村系統 市内完結系統 合  計 

地域間幹線系統 
16 注）４  20 

16      注）４ 20 

広域生活交通路線 
２ ７ ９ 

２ ７ ９ 

函館市生活交通路線 
３ ７ 10 

３ ７ 10 

合  計 
21 18 39 

21 18 39 

注）当該４路線は，函館市と合併した４地域にまたがる路線であり，補助制度上は複数市町村 

系統に分類される。 

  

 

 

■ 平成25年度補助金の額〈市関係分〉         

 （単位：百万円） 

 国 北海道 函館市 

平成25年度補助金 

（39系統） 
91 95 38 
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170.62

38,977,525
23,744,718

23,744,718
0

23,744,718
0

23,744

2,531,572.0
6
95,06

8,400
－

4
80,772,853

214,295,547
211,935,877

30,628,517
181,307,360

88,874
181,209

※
 7

「
函

館
鹿

部
線

②
」
，

1
3
「
川

汲
鹿

部
線

①
」
，

1
4
「
川

汲
鹿

部
線

②
」
，

1
8
「
上

磯
線

」
，

1
9
「
函

館
木

古
内

線
②

」
及

び
2
0
「
函

館
松

前
線

（
松

前
号

）
」
の

平
均

運
行

回
数

は
平

日
1
日

当
た

り
の

運
行

回
数

合
　

　
　

計

【
地

域
間

幹
線

系
統

　
2
0
系

統
（
平

成
2
6
年

度
は

2
0
系

統
）
 】

資
料

－
２

-1-



生
活

交
通

路
線

確
保

維
持

計
画

（
平

成
2
6
年

度
～

平
成

2
8
年

度
）
（案

）　
＜

函
館

市
関

係
分

＞

【広
域

生
活

交
通

路
線

　
9系

統
　

（平
成

25年
度

は
広

域
生

活
交

通
路

線
9
系

統
）】

番
号

路
線

名
起

点
経

由
地

終
点

キ
ロ

程
（㎞

）
平

均
乗

車
密

度
運

行
回

数
輸

送
量

（人
）

競
合

区
間

の
キ

ロ
程

（km
）

実
車

走
行

キ
ロ

程
経

常
費

用
（千

円
）

経
常

収
益

（
千

円
）

差
額

（
千

円
）

補
助

対
象

経
費

上
限

（
9
/
2
0）

競
合

区
間

の
カ

ッ
ト

額
（
千

円
）

競
合

カ
ッ

ト
後

の
合

計
額

（
千

円
）

み
な

し
運

行
回

数
査

定
額

（
千

円
）

合
計

額
（
千

円
）

イ
ロ

ハ
ロ

×
ハ

＝
ニ

ホ
ヘ

ト
ヘ

－
ト

＝
チ

（
千

円
）

1
鉄

山
蛾

眉
野

線
①

ﾊ
ﾞｽ

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

旭
岡

団
地

蛾
眉

野
学

校
前

2
5.5

5.0
3.4

17.0
64,744.5

17,857
1
2
,6

7
4

5
,18

3
5
,18

3
0

5
,18

3
0

5,1
8
3

2
鉄

山
蛾

眉
野

線
②

ﾊ
ﾞｽ

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

⑩
旭

岡
団

地
鉄

山
2
0.5

5.0
3.6

18.0
13.4

54,571.0
15,051

1
0
,6

3
5

4
,41

6
4
,41

6
2
,8

8
6

1
,53

0
0

1,5
3
0

3
旭

岡
団

地
線

昭
和

ﾀ
ｰ

ﾐﾅ
ﾙ

1
0-

6
石

川
鍛

治
旭

岡
中

学
校

2
0.7

5.4
5.3

28.6
14.3

81,102.6
22,368

1
5
,3

0
3

7
,06

5
7
,06

5
4
,8

8
0

2
,18

5
0

2,1
8
5

4
函

館
鹿

部
線

ﾊ
ﾞｽ

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

１
０

３
七

飯
峠

下
小

学
校

2
1.0

5.0
2.0

10.0
15.5

20,580.0
5,676

4
,3

5
9

1
,31

7
1
,31

7
9
7
2

3
4
5

0
3
4
5

5
七

飯
線

ﾊ
ﾞｽ

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

１
０

３
七

飯
な

な
え

新
病

院
1
6.8

5.0
2.0

10.0
15.5

20,361.6
5,616

4
,5

2
1

1
,09

5
1
,09

5
1
,0

1
0

8
5

0
8
5

6
田

家
石

川
線

昭
和

ﾀ
ｰ

ﾐﾅ
ﾙ

４
田

家
町

函
館

駅
前

1
0.7

3.4
6.7

22.7
52,751.0

14,549
1
0
,9

4
0

3
,60

9
3
,60

9
0

3
,60

9
1
,4

5
5

2,1
5
4

7
中

の
橋

線
①

日
吉

営
業

所
３

中
の

橋
ｻ

ﾝ
ﾘ
ﾌ
ﾚ

1
0.3

4.2
4.1

17.2
7.3

31,188.4
8,602

6
,2

8
0

2
,32

2
2
,32

2
1
,6

4
5

6
7
7

1
8
2

4
9
5

8
中

の
橋

線
②

東
山

見
晴

台
団

地
３

中
の

橋
市

役
所

前
1
3.2

5.2
2.6

13.5
7.3

25,528.8
7,041

5
,6

8
5

1
,35

6
1
,35

6
7
4
9

6
0
7

0
6
0
7

9
昭

和
船

見
線

昭
和

営
業

所
１

  市
立

函
館

病
院

船
見

町
1
3.5

5.0
9.8

49.0
12.0

97,321.5
26,841

2
3
,8

8
2

2
,95

9
2
,95

9
2
,6

3
0

3
2
9

0
3
2
9

448,149.4
123,601

9
4
,2

7
9

2
9
,32

2
2
9
,32

2
1
4,7

7
2

1
4
,55

0
1
,6

3
7

1
2,9

1
3

※
　

4「函
館

鹿
部

線
」，

5「七
飯

線
」の

平
均

運
行

回
数

は
平

日
1日

当
た

り
の

運
行

回
数

合
　

　
　

計
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生
活
交
通
路
線
確
保
維
持
計
画
（
平
成
2
6
年
度
～
平
成
2
8
年
度
）
（
案
）
　
＜
函
館
市
関
係
分
＞

【函
館
市
生
活
交
通
路
線
　
10系

統
　
（平

成
2
5年

度
は
10系

統
）】

番
号

路
線
名

起
　
点

経
由
地

終
　
点

キ
ロ
程

（
㎞
）

平
均
乗

車
密
度

運
行
回
数

輸
送
量

（
人
）

経
常
欠
損

（
千
円
）

補
助
見
込
額

（
千
円
）

イ
ロ

ハ
ロ
×
ハ
＝
ニ

1
花
園
銭
中
線

昭
和

ﾀ
ｰ
ﾐﾅ
ﾙ

花
園
町

湯
団
旭
団

銭
亀
沢

中
学
校

1
9
.7

5
.0

1
.1

5
.5

1
,2
8
3

1
,2
8
3

2
旭
岡
団
地
線
①

昭
和

ﾀ
ｰ
ﾐﾅ
ﾙ

1
0
-
6

稜
北
鍛
治

旭
岡

中
学
校

2
2
.7

5
.5

0
.4

2
.2

5
9
1

5
9
1

3
函
館
長
万
部
線
①

ﾊ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

七
飯

森
出
張
所

4
6
.1

6
.6

0
.4

2
.6

1
,3
8
9

1
,3
8
9

4
函
館
長
万
部
線
②

ﾊ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

七
飯

森
駅
前

4
6
.5

5
.8

0
.4

2
.3

1
,7
8
2

1
,7
8
2

5
下
海
岸
線
②

日
ノ
浜

団
地

海
向
山

椴
法
華

支
所
前

7
.5

2
.0

4
.4

8
.8

3
,5
7
0

3
,0
2
1

6
鹿
部
海
岸
線
①

鹿
部

出
張
所

臼
尻

中
学
校

南
茅
部

支
所
前

1
9
.2

5
.0

0
.7

3
.5

2
0
7

2
0
7

7
鹿
部
海
岸
線
②

南
茅
部

支
所
前

川
汲

古
部

1
5
.7

2
.5

0
.9

2
.2

1
,5
6
6

1
,4
1
2

8
花
園
下
海
岸
線
②

昭
和

ﾀ
ｰ
ﾐﾅ
ﾙ

９
７

流
通
花
園
町

銭
亀
沢

中
学
校

1
8
.2

5
.2

0
.9

4
.6

5
8
3

5
8
3

9
下
海
岸
線
③

日
ノ
浜

団
地

恵
山
御
崎

6
.3

0
.8

0
.9

0
.7

9
7
0

5
6
9

1
0

旭
岡
団
地
線
②

昭
和

ﾀ
ｰ
ﾐﾅ
ﾙ

９
花
園
町

旭
岡

中
学
校

1
4
.4

5
.0

0
.8

4
.0

7
2
6

7
2
6

1
2
,6
6
7

1
1
,5
6
3

合
　
　
　
　
計

-
3
-



事
業

名
実

施
主

体
番

号
項

目
該

当
路

線
等

内
　

　
容

1

運
行

方
法

の
改

善
・
運

行
回

数
・
ダ

イ
ヤ

（
乗

継
ぎ

、
時

間
帯

　
バ

ス
停

）
等

【
地

域
間

幹
線

系
統

】
大

野
線

①
，

大
野

線
②

，
大

野
線

③
，

大
野

線
④

函
館

江
差

線

・
平

成
２

６
年

５
月

に
，

利
用

実
態

に
あ

わ
せ

て
函

館
江

差
線

を
減

便
し

，
効

率
化

を
図

っ
た

。
・
地

域
の

住
民

か
ら

，
北

斗
市

内
（
旧

大
野

町
）
の

バ
ス

停
『
浜

分
小

学
校

』
と

バ
ス

停
『
追

分
福

祉
セ

ン
タ

ー
』
の

間　
に

，
新

た
に

バ
ス

停
を

設
置

し
て

ほ
し

い
と

の
要

望
が

あ
り

，
平

成
２

６
年

５
月

に
実

施
し

た
。

2

運
行

方
法

の
改

善
・
運

行
回

数
・
ダ

イ
ヤ

（
乗

継
ぎ

、
時

間
帯

　
バ

ス
停

）
等

【
地

域
間

幹
線

系
統

】
七

飯
大

野
循

環
線

函
館

長
万

部
線

・
沿

線
の

大
野

農
業

高
校

か
ら

，
朝

の
七

飯
大

野
循

環
線

を
早

く
し

て
ほ

し
い

と
の

要
望

を
う

け
，

平
成

２
５

年
１

１
月　

に
実

施
し

た
。

そ
れ

に
伴

い
，

競
合

す
る

函
館

長
万

部
線

の
時

間
を

変
更

し
，

総
体

的
に

利
用

実
態

に
あ

っ
た

運　
行

時
間

へ
の

見
直

し
を

図
っ

た
。

3

運
行

方
法

の
改

善
・
運

行
回

数
・
ダ

イ
ヤ

（
乗

継
ぎ

、
時

間
帯

　
バ

ス
停

）
等

【
地

域
間

幹
線

系
統

】
函

館
松

前
線

（
松

前
号

）
・
平

成
２

６
年

３
月

に
，

J
R

の
時

刻
改

正
に

伴
い

，
競

合
す

る
木

古
内

松
前

線
を

含
め

て
，

木
古

内
駅

前
で

の
接

続　
便

の
時

刻
の

見
直

し
を

図
っ

た
。

4

運
行

方
法

の
改

善
・
運

行
回

数
・
ダ

イ
ヤ

（
乗

継
ぎ

、
時

間
帯

　
バ

ス
停

）
等

【
広

域
生

活
交

通
路

線
】

中
の

橋
線

(３
系

統
）

中
の

橋
線

②
(３

系
統

）

・
平

成
２

５
年

１
１

月
及

び
平

成
２

６
年

５
月

に
，

中
の

橋
線

（
３

系
統

）
及

び
，

競
合

す
る

３
１

系
統

を
含

め
て

，
利

用
  実

態
に

あ
わ

せ
て

，
総

体
的

に
減

便
し

，
効

率
化

を
図

っ
た

。
・
平

成
２

６
年

５
月

に
，

工
業

高
校

・
大

妻
高

校
・
市

立
函

館
高

校
へ

の
朝

の
学

生
便

で
あ

る
，

８
系

統
急

行
を

廃
止　

 し
代

替
系

統
で

あ
る

【
広

域
生

活
交

通
路

線
】
の

中
の

橋
線

②
（
３

系
統

）
へ

利
用

者
を

シ
フ

ト
さ

せ
る

こ
と

で
，

増

5

運
行

方
法

の
改

善
・
運

行
回

数
・
ダ

イ
ヤ

（
乗

継
ぎ

、
時

間
帯

　
バ

ス
停

）
等

【
広

域
生

活
交

通
路

線
】

昭
和

船
見

線
（
１

系
統

）
・
平

成
２

６
年

５
月

に
，

利
用

実
態

に
あ

わ
せ

て
競

合
す

る
別

の
１

系
統

も
含

め
て

，
総

体
的

に
減

便
し

，
効

率
化

　
を

図
っ

た
。

6
利

用
促

進
 ・

住
民

理
解

，
普

及
，

Ｐ
Ｒ

　
 助

成
制

度
等

函
館

バ
ス

の
全

路
線

・
函

館
バ

ス
が

，
休

日
の

バ
ス

利
用

促
進

策
と

し
て

，
平

成
２

６
年

１
月

か
ら

暦
日

定
期

券
所

有
者

を
対

象
に

，
土

　
日

祝
に

全
線

バ
ス

乗
り

放
題

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
し

，
企

業
や

学
校

等
に

周
知

を
図

っ
た

。

7
利

用
促

進
 ・

住
民

理
解

，
普

及
，

Ｐ
Ｒ

　
 助

成
制

度
等

函
館

市
近

郊
路

線
（
函

館
市

・
北

斗
市

・
七

飯
町

　
鹿

部
町

・
森

町
）

・
北

海
道

新
幹

線
新

駅
沿

線
協

議
会

（
構

成
員

：
函

館
市

・
北

斗
市

・
七

飯
町

・
鹿

部
町

・
森

町
・
J
R

北
海

道
・
函

館
　

市
企

業
局

・
津

軽
海

峡
フ

ェ
リ

ー
・
函

館
バ

ス
）
発

案
の

観
光

客
む

け
の

商
品

『
は

こ
だ

て
旅

す
る

パ
ス

ポ
ー

ト
』

　
（
J
R

・
函

館
市

電
・
函

館
市

・
北

斗
市

・
七

飯
町

・
鹿

部
町

・
森

町
管

内
の

路
線

バ
ス

が
２

日
間

乗
り

放
題

の
共

通
　

　
フ

リ
ー

乗
車

券
：
大

人
３

，
０

８
０

円
　

こ
ど

も
１

，
５

４
０

円
　

※
津

軽
海

峡
フ

ェ
リ

ー
は

パ
ス

ポ
ー

ト
を

提
示

す
る

と

8
利

用
促

進
 ・

住
民

理
解

，
普

及
，

Ｐ
Ｒ

　
 助

成
制

度
等

函
館

市
近

郊
路

線
（
函

館
市

・
北

斗
市

・
七

飯
町

）
・
高

齢
者

・
障

害
者

等
の

移
動

の
利

便
性

や
安

全
性

向
上

の
た

め
，

国
の

補
助

制
度

を
利

用
し

，
函

館
市

，
北

斗
　

市
，

七
飯

町
，

函
館

バ
ス

と
協

力
し

て
，

ノ
ン

ス
テ

ッ
プ

バ
ス

を
導

入
し

続
け

て
い

る
。

-
4
-

平
成

２
６

年
度

（
平

成
２

５
年

１
０

月
～

平
成

２
６

年
９

月
）
　

地
域

間
幹

線
系

統
・
広

域
生

活
交

通
路

線
・
函

館
市

生
活

交
通

路
線

（
函

館
市

に
係

る
路

線
）
の

収
支

改
善

に
つ

な
が

る
取

り
組

み
に

つ
い

て

陸
上

交
通

に
係

る
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
（
地

域
間

幹
線

系
統

）
（
広

域
生

活
交

通
路

線
）

（
函

館
市

生
活

交
通

路
線

）

沿
線

の
自

治
体

函
館

バ
ス

株
式

会
社



事
業

名
実

施
主

体
番

号
項

目
該

当
路

線
等

内
　

　
容

9
利

用
促

進
 ・

住
民

理
解

，
普

及
，

Ｐ
Ｒ

　
 助

成
制

度
等

函
館

市
近

郊
路

線
（
函

館
市

、
北

斗
市

、
七

飯
町

）

・
幼

少
時

か
ら

，
函

館
バ

ス
に

慣
れ

親
し

ん
で

も
ら

う
た

め
，

夏
休

み
，

冬
休

み
期

間
限

定
の

小
学

生
１

,５
０

０
円

，
 中

学
生

３
,０

０
０

円
の

低
価

格
で

函
館

市
・
北

斗
市

・
七

飯
町

管
内

の
乗

り
放

題
定

期
券

『
バ

ス
冒

険
キ

ン
グ

』
を

 販
売

し
た

。

1
0

利
用

促
進

 ・
住

民
理

解
，

普
及

，
Ｐ

Ｒ
　

 助
成

制
度

等
函

館
市

に
係

る
路

線
・
北

海
道

運
輸

局
主

催
で

実
施

し
て

い
る

，
エ

コ
通

勤
か

ら
始

め
る

「
地

域
の

足
」
確

保
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
期

間
中

（
平

 成
２

５
年

９
月

～
１

０
月

ま
で

の
２

カ
月

間
）
に

，
函

館
運

輸
支

局
，

函
館

市
企

業
局

，
函

館
バ

ス
が

連
携

し
て

，
街

 頭
啓

発
及

び
地

元
の

企
業

を
訪

問
し

，
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

っ
た

。

1
1

利
用

促
進

 ・
住

民
理

解
，

普
及

，
Ｐ

Ｒ
　

 助
成

制
度

等
函

館
市

に
係

る
路

線
・
函

館
市

に
て

，
市

民
ノ

ー
マ

イ
カ

ー
デ

ー
（
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
期

間
：
平

成
２

５
年

１
０

月
２

８
日

～
平

成
２

５
年

１
１

月
 １

日
）
を

実
施

し
，

函
館

市
企

業
局

で
は

，
期

間
中

，
先

着
５

０
名

に
市

電
グ

ッ
ズ

の
配

布
，

函
館

バ
ス

で
は

，
先

 着
５

０
名

に
企

業
に

購
入

し
て

い
た

だ
い

た
乗

車
券

の
配

布
を

し
，

利
用

促
進

を
図

っ
た

。

1
2

利
用

促
進

 ・
住

民
理

解
，

普
及

，
Ｐ

Ｒ
　

 助
成

制
度

等
函

館
市

に
係

る
路

線
・
函

館
バ

ス
が

，
観

光
客

向
け

の
『
函

館
バ

ス
の

乗
り

方
』
を

掲
載

し
た

マ
ッ

プ
を

作
成

し
，

ホ
テ

ル
や

施
設

に
配

布
　

し
，

観
光

客
の

バ
ス

路
線

の
利

用
促

進
を

図
っ

た
。

ま
た

，
バ

ス
車

内
掲

載
用

に
，

函
館

市
内

の
主

要
バ

ス
路

  線
図

及
び

，
函

館
バ

ス
の

乗
り

方
を

掲
載

し
た

ポ
ス

タ
ー

を
，

平
成

２
６

年
７

月
に

作
成

す
る

予
定

で
あ

る
。

1
3

利
用

促
進

 ・
住

民
理

解
，

普
及

，
Ｐ

Ｒ
　

 助
成

制
度

等
函

館
市

に
係

る
路

線

・
函

館
バ

ス
が

，
函

館
市

の
交

通
料

金
助

成
制

度
（
対

象
者

：
高

齢
者

・
障

害
者

等
）
の

町
会

へ
の

周
知

活
動

を
　

し
な

が
ら

，
路

線
に

関
す

る
ご

意
見

や
ご

要
望

を
伺

っ
た

。
・
函

館
バ

ス
が

，
バ

ス
へ

乗
り

込
み

，
利

用
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
や

，
時

刻
表

配
布

を
実

施
し

た
。

・
函

館
バ

ス
が

，
商

業
施

設
・
公

共
施

設
・
病

院
等

に
自

社
で

作
成

し
て

い
る

ポ
ケ

ッ
ト

時
刻

表
や

，
最

寄
り

の
バ

  ス
停

の
時

刻
表

を
配

布
し

た
。

ま
た

，
企

業
に

バ
ス

市
電

共
通

乗
車

回
数

券
を

購
入

し
て

も
ら

い
，

時
刻

表
と

回
  数

券
を

セ
ッ

ト
に

し
て

，
住

宅
へ

の
個

別
配

布
も

実
施

し
た

。

1
4

利
用

促
進

 ・
住

民
理

解
，

普
及

，
Ｐ

Ｒ
　

 助
成

制
度

等

【
地

域
間

幹
線

系
統

】
函

館
江

差
線

・
沿

線
の

江
差

町
の

商
工

会
に

て
，

１
セ

ッ
ト

１
０

,０
０

０
円

分
を

，
８

，
０

０
０

円
で

購
入

で
き

る
プ

レ
ミ

ア
ム

商
品

券
  が

発
売

（
差

額
の

２
，

０
０

０
円

は
，

国
の

補
助

メ
ニ

ュ
ー

を
使

い
，

江
差

町
が

補
助

　
期

間
：
平

成
２

５
年

１
１

月
　

２
１

日
～

平
成

２
６

年
１

月
３

１
日

）
さ

れ
，

当
社

の
バ

ス
・
市

電
共

通
乗

車
カ

ー
ド

を
購

入
す

る
お

客
様

の
利

用
　

促
進

に
つ

な
が

っ
た

。
・
北

海
道

運
輸

局
発

案
に

よ
り

，
近

畿
日

本
ツ

ー
リ

ス
ト

北
海

道
の

『
き

ま
ま

な
離

島
め

ぐ
り

　
奥

尻
島

』
の

旅
行

商
　

品
に

，
「
函

館
江

差
線

」
を

組
み

い
れ

る
こ

と
に

よ
り

，
利

用
促

進
を

図
っ

た
。

1
5

利
用

促
進

 ・
住

民
理

解
，

普
及

，
Ｐ

Ｒ
　

 助
成

制
度

等

【
地

域
間

幹
線

系
統

】
函

館
長

万
部

線
【
函

館
市

生
活

交
通

路
線

】
函

館
長

万
部

線
①

函
館

長
万

部
線

②

・
沿

線
の

森
町

に
て

，
実

施
し

て
い

る
，

高
齢

者
・
障

害
者

に
対

し
て

の
タ

ク
シ

ー
料

金
助

成
サ

ー
ビ

ス
を

，
平

成
  ２

６
年

７
月

か
ら

，
バ

ス
料

金
に

も
拡

充
す

る
予

定
。

1
6

削
減

・
節

約
・
効

率
化

等
函

館
バ

ス
の

全
路

線

・
軽

油
価

格
が

高
騰

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
函

館
バ

ス
で

，
『
グ

リ
ー

ン
経

営
認

証
』
の

取
得

を
し

た
。

  ※
『
グ

リ
ー

ン
経

営
認

証
』
と

は
，

環
境

改
善

努
力

を
評

価
す

る
制

度
で

，
国

土
交

通
省

が
，

運
送

事
業

者
に

　
取

得
を

推
奨

し
て

い
る

。
上

記
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

環
境

改
善

だ
け

で
な

く
、

燃
費

向
上

に
よ

る
経

費
削

　
減

の
メ

リ
ッ

ト
も

あ
る

。

-
5
-

平
成

２
６

年
度

（
平

成
２

５
年

１
０

月
～

平
成

２
６

年
９

月
）
　

地
域

間
幹

線
系

統
・
広

域
生

活
交

通
路

線
・
函

館
市

生
活

交
通

路
線

（
函

館
市

に
係

る
路

線
）
の

収
支

改
善

に
つ

な
が

る
取

り
組

み
に

つ
い

て

陸
上

交
通

に
係

る
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
（
地

域
間

幹
線

系
統

）
（
広

域
生

活
交

通
路

線
）

（
函

館
市

生
活

交
通

路
線

）

沿
線

の
自

治
体

函
館

バ
ス

株
式

会
社



長
万
部
町

今
金
町

せ
た
な
町

八
雲
町

乙
部
町

厚
沢
部
町

江
差
町

森
町

鹿
部
町

七
飯
町

北
斗
市

函
館
市

上
ノ
国
町

木
古
内
町

知
内
町

松
前
町

福
島
町

●
峠
下

大
野
駅
前
●

●
藤
城

鹿
部
出
張
所
●

長
万
部

タ
ー
ミ
ナ
ル
●

江
差
タ
ー
ミ
ナ
ル
●

●
小
谷
石

茂
辺
地
●

松
前
●

●
七
飯
町
役
場

市
渡
●

七
飯
町

●
峠
下

大
野
駅
前
●

●
藤
城

●
茂
辺
地

●
七
飯
町
役
場

市
渡
●

●
バ
ス
セ
ン
タ
ー

恵
山
支
所
前

●
●
東
古
部
井

●
恵
山
御
崎

日
ノ
浜
団
地

　
　
　
　
●

●
椴
法
華
支
所
前

●
下
原
木

● 戸
井

●
釜
谷

●
銭
亀
沢
中
学
校

石
崎

●

● 鉄
山

矢
別
ダ
ム
●

南
茅
部
支
所
前

　
　
　
　
　
●
●
川
汲

尾
札
部
●

● 島
歌

木
直

●

● 古
部

● 蛾
眉
野

臼
尻
中
学
校
●

◆ 木
直
小
学
校

湯
倉
神
社
前

●

五
稜
郭

●

函
館
駅
前

　
　
　
●

● バ
ス
セ
ン
タ
ー

●
亀
田
支
所
前

●
昭
和

●
峠
下

●
藤
城

ガ
ス
会
社
前

万
代
町

海
岸
町

総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
裏

総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
裏

函
館
駅
前

五
稜
郭

中
央
病
院
前

千
代
台

堀
川
町

昭
和
橋

千
歳
町

新
川
町

松
風
町

湯
倉

神
社
前

根
崎
競
技
場

木啄

園公小

町堀金

通場輪競

央中通火漁

町野広

町浜湯

目丁１川湯

スンリプ川の湯

前亭渚ルテホ

泉温川の湯

植帯熱

前園物

町並杉

町木柏

町堀深

前庫車場駒
前場馬競

前館会民市

泉温川湯

前停電

亀
田
支
所
前

富
岡

東
富
岡

警
察
署
前 五
稜
郭

公
園
入
口

港

七
重
浜 七
重
浜
病
院

北
大
前 港
中
学

校
前 港
小
学

校
通

北
浜
町

万
年
橋

五
稜
郭
駅
前

大
野
新

道
入
口 亀
田
町

昭
和

南
昭
和

中
央
昭
和

機
関
区
前

木
々
佐 病
院
前

Ｊ
Ｒ
車

両
所
前

榎
本
町

榎
本
団
地香
雪
団
地滝
沢
町

電
話
交
換
局
前

函
館
高
専
前

口
入
地
団
丘
ヶ
倉
戸

函
館
大
学
前

見
晴
団
地

香
雪
園

町丘高

町野上

神
山
通

東
山
公
園

東
山
団
地

白
百
合

学
園
前

東
本
通

花
園
団
地
通

花
園
町

学
園
前

湯
川
中

学
校
前

す
み
れ
団
地

日
吉
町
１
丁
目

世
界
救

世
教
前

見
晴
通

山
の
手
１
丁
目

山
の
手
団
地瑞
専
寺

リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー

東
山
ゴ
ル
フ
場

東
山

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

山
の
手

２
丁
目 北
中
学

校
通

力能業職

日
吉
町

４
丁
目

日
吉
サ
ッ
カ
ー

場
前

日
吉
営

業
所
前

臨
空
工
業

団
地

臨
空
工
業

団
地
中
央

山
の
手

３
丁
目

日
吉
四
丁
目

　
　
団
地

臨
空
工
業

団
地
入
口

東
山
見
晴

台
団
地
下 臨
空
工
業

団
地
通

湯
川
団

地
北
口

前校学小川湯

町倉戸

下校学中倉戸

湯
川
団

地
中
央

空
港
団

地
入
口

函
館
空
港

西
旭
岡 目

丁
１

西
旭
岡
４
区

旭
岡
小
学
校

旭
岡
幼
稚
園

目
丁

２
岡
旭

西

旭
岡
団
地

旭
岡
公
園
前

旭
岡

空
港
団
地 瀬
戸
川
町

上
瀬
戸
川
町

ト
ラ
ピ
ス

チ
ヌ
入
口

西
旭
岡

３
丁
目

児
童
公
園
前

亀
田
中

学
校
前

中
央
小
学
校
前

　
　
昭
和

ター
ミナ
ル

新
都
市

病
院
前

パ
ボ
ッ
ツ
前

テ
ー
オ
ー・

パ
ボ
ッ
ツ
前

新
世
橋

宮
前
町 バ
ス
セ
ン
タ
ー

大
縄
町

総
合
福
祉

セ
ンタ
ー
前

町松若

前館会
通和昭

町縄大
橋の中

梁
川
町

共
愛
会

病
院
前

松
川
町

市
役
所
前

金
融
公
庫
前

街字十

町元
前堂会公

入
舟
町

旭
町 サ
ン・
リ
フ
レ

函
館
前

二棒

前屋森

銀
座
通

幸
坂

弥
生
町

町見船

通寺名称

寺竜高

浜
分
小
学
校

七
重
浜
５
丁
目

七
重
浜
駅
通

桜
ヶ
丘
団
地

北
大
裏

東
港

亀
田
港

慰
霊
碑
前

七
重
浜
７
丁
目

桔西

校学車動自央中

口入通流

通西通流

通東通流

流
通
セ
ン
タ
ー
会
館

桔
林
業
試
験
場
湯
元
花
の
湯

函
館
泌

尿
器
科

ホ
ー
マ
ッ
ク

　
石
川
店

Ｎ
Ｃ
Ｖ

函
館
セ
ン
タ
ー

上
桔

南
桔

桔
小

学
校
前

函
館
ス
パ
ビ
ー
チ

神
山
２
丁
目

東
山
墓
園
前

陣
川
町陣
川
団
地
前

東
山
町
西

よ
つ
ば
学
園
前

東
陣
川

東
山
町放
光
寺

高
野
寺

東
照
宮
参
道

苑の宮

園公木の栗

川陣上

海
洋
気
象
台
前

赤
川
通

赤
川
１
丁
目

赤
川
入
口

は
こ
だ
て

未
来
大
学

低
区
貯
水
池

浄
水
場
下

赤
川
小

学
校
前

赤
川
３
区赤
川
貯
水
池赤
川
４
区

下
赤
川

赤
川

石
川
町

石
川
町

会
館
前

石
川
町
第
一

公
園
前 北
美
原

２
丁
目

石
川
町

中
央

美
原
台

美
原
台

団
地
入
口

美
原
台

団
地 美
原
台
東

北
美
原
小
学
校

北
美
原

ｸﾘ
ﾆｯ
ｸ前 附
属

中
学
校
前

亀
田
外
郭
通

美
原
３
丁
目

渡
島
支
庁

赤
川
保

育
園
前

赤
川
中

学
校
前

養
護
学
校
前

亀
田
中
野

根
崎

町松高

川門衛弥
崎根

園育保

崎根

前社神

苔海志上

苔海志

港漁苔海志

前所支亀銭

岩黒

岩黒下

湊新上

湊新
橋川泊汐

米
原

坂
の
下

銭
亀
沢

中
学
校

米
原
２
区

と
ち
の
木
橋

豊
原
町

ゴ
ル
フ
場
入
口

函
館
盲

学
校
前亀
田
小

学
校
前

清
尚
学
院
高
等
学
校
前（
高
台
通
）

桐
花
通
中
央

昭
和
高
台

昭
和

小
学
校

昭
和
２
丁
目

昭
和
営
業
所

昭
和
１
丁
目

前所電変

下坂台高

開
発
建

設
部
前

田
家
町

大育教
前学

フ
ェ
リ
ー

入
口

フ
ェ
リ
ー
前

臨
港
橋

町川堀
通中

町場的

前校学中場的

前校高部中

町任時

町見人

町木乃

自
衛
隊
前

五
稜
郭

病
院
前

芸
術

ホ
ー
ル
前

柳
町

柏
野
小
学
校
裏

館函

前校高

妻大

前校高

業工

前校高

立国

前院病

車動自館函

前校学

前社神荷稲

中
央
図
書
館

公
園
裏

公
園
裏

本
通

１
丁
目

鍛
冶
保

育
園
前

西
堀

病
院
前

鍛
冶
団
地鍛
冶
２
丁
目

冶鍛

目丁１

口入家田

裏園公
通本

目丁２

本
通
小
学
校
裏

本
通
新
橋地団住農
口北通本

校学中

地団住農

通央中

通本

前校学小

工
業

高
校
裏

本
通
農
協
前

団
地
通

至
上
磯・
知
内

至
大
野・
江
差

至
七
飯・
森

生
協
団
地

函
館
バ
ス
団
地東
山
墓
園
裏

保川石

前園育

南
石
川函
館
青

年
療
前

石
川

学
園
台

新
都
市
病

院
正
門
前

追
分
福
祉

セ
ン
タ
ー
前

七
重
浜
８
丁
目

大
森
橋

宇
賀
浦
町

堀深

前校学中
大
森
稲
荷
前町川吉

桔 流交

桔 通中

みぐめ

園稚幼
育三

校学小
沢の中

北
石
川

稜
北
高

校
入
口

稜
北
高
校
前

上
湯
川

小
学
校
前

旭
岡

生
協
前

旭
岡
中

学
校
前

至
恵
山・
椴
法
華

白
鳥
町

教
育
大
通

石
田
文
具
前

（
七
重
浜
２
丁
目
）

谷
地
頭

泉温頭地谷
青
柳
町

函
館
公
園

通園公館函

町来宝
町栄

函
館
山

七
重
浜

保
育
園
前
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●

●
峠
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●
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●
藤

●

●
藤

●●
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●●
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井
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●

●●

神
社

神神

杉

柏

深

駒

馬競

市

校
通

校
通

昭
和

湯
川
団

湯

戸

岡 目

区

園

目

地

ト

桜

西

前

町

上
湯

七
重
浜

保

●●

●●●

●●

●
●●

●●
●

●●

◆
学
校

学
校

社
前
社
前

●●●●●

●●●●

ム
●

前前 ●

●

湯
倉
神
社
前

●

五
稜
郭

●

●

戸
井

戸
井

0

●

校校

木 ●

●
川
汲

●
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前
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渡
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1
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内
町
内
町

島
町
島
町

●●

●●

2
0
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渡
●

渡
●

前
●
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●

●●

●
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№
1
　
大
野
線
①

№
1
2
　
旭
岡
団
地
線

№
3
　
大
野
線
③

№
8
　
函
館
長
万
部
線

№
7
　
函
館
鹿
部
線
②

№
1
9
　
函
館
木
古
内
線
②

№
1
7
　
函
館
江
差
線

№
2
0
　
函
館
松
前
線（
松
前
号
）

№
1
8
　
上
磯
線

№
2
　
大
野
線
②

№
5
　
七
飯
線

№
1
4
　
川
汲
鹿
部
線
②

№
1
3
　
川
汲
鹿
部
線
①

№
1
0
　
下
海
岸
線
①

№
1
5
　
下
海
岸
線
③

№
1
1
　
下
海
岸
線
②

№
1
6
　
鹿
部
海
岸
線

№
6
　
函
館
鹿
部
線

№
9
　
七
飯
大
野
循
環
線

№
4
　
大
野
線
④
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地
域
間
幹
線
系
統
　
2
0
系
統

鹿

●
●

所
●●

●●

●
●

地
域
間
幹
線
系
統

H
2
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成



恵
山
支
所
前

●
●
東
古
部
井

●
恵
山
御
崎

日
ノ
浜
団
地
●

●
椴
法
華
支
所
前

●
下
原
木

● 戸
井

●
釜
谷

●
銭
亀
沢
中
学
校

石
崎

●

● 鉄
山

矢
別
ダ
ム
●

南
茅
部
支
所
前

　
　
　
　
　
●
●
川
汲

尾
札
部
●

● 島
歌

木
直
●

● 古
部

● 蛾
眉
野

臼
尻
中
学
校
●

◆ 木
直
小
学
校

湯
倉
神
社
前

●
バ
ス
セ
ン
タ
ー

●

五
稜
郭

●

函
館
駅
前

　
　
　
●

亀
田
支
所

●
　
　
　
　
　
　
●

昭
和
タ
ー
ミ
ナ
ル

ガ
ス
会
社
前

万
代
町

海
岸
町

総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
裏

総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
裏

函
館
駅
前

五
稜
郭

中
央
病
院
前

千
代
台

堀
川
町

昭
和
橋

千
歳
町

新
川
町

松
風
町

湯
倉
神
社
前

根
崎
競
技
場

木啄

園公小

町堀金

通場輪競

央中通火漁

町野広

町浜湯

目丁１川湯

スンリプ川の湯

前亭渚ルテホ

泉温川の湯

植帯熱

前園物

町並杉

町木柏

町堀深

前庫車場駒
前場馬競

前館会民市

泉温川湯

前停電

亀
田
支
所
前

富
岡

東
富
岡

警
察
署
前 五
稜
郭

公
園
入
口

港

七
重
浜 七
重
浜
病
院

北
大
前 港
中
学

校
前 港
小
学

校
通

北
浜
町

万
年
橋

五
稜
郭
駅
前

大
野
新

道
入
口 亀
田
町

昭
和

南
昭
和

中
央
昭
和

機
関
区
前

佐
々
木

病
院
前

Ｊ
Ｒ
車

両
所
前

榎
本
町

榎
本
団
地香
雪
団
地滝
沢
町

電
話
交
換
局
前

函
館
高
専
前

口
入
地
団
丘
ヶ
倉
戸

函
館
大
学
前

見
晴
団
地

香
雪
園

町丘高

町野上

神
山
通

東
山
公
園

東
山
団
地

白
百
合

学
園
前

東
本
通

花
園
団
地
通

花
園
町

学
園
前

湯
川
中

学
校
前

す
み
れ
団
地

日
吉
町
１
丁
目

世
界
救

世
教
前

見
晴
通

山
の
手
１
丁
目

山
の
手
団
地瑞
専
寺

リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー

東
山
ゴ
ル
フ
場

東
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

山
の
手

２
丁
目 北
中
学

校
通

力能業職

日
吉
町

４
丁
目

日
吉
サ
ッ
カ
ー

場
前

日
吉
営

業
所
前

臨
空
工
業

団
地

臨
空
工
業

団
地
中
央

山
の
手

３
丁
目

日
吉
四
丁
目

　
　
団
地

臨
空
工
業

団
地
入
口

東
山
見
晴

台
団
地
下 臨
空
工
業

団
地
通

湯
川
団

地
北
口

前校学小川湯

町倉戸

下校学中倉戸

湯
川
団

地
中
央

空
港
団

地
入
口

函
館
空
港

西
旭
岡 目

丁
１

西
旭
岡
４
区

旭
岡
小
学
校

旭
岡
幼
稚
園

目
丁
２
岡
旭
西

旭
岡
団
地

旭
岡
公
園
前

旭
岡

空
港
団
地 瀬
戸
川
町

上
瀬
戸
川
町

ト
ラ
ピ
ス

チ
ヌ
入
口

西
旭
岡

３
丁
目

児
童
公
園
前

亀
田
中

学
校
前

中
央
小
学
校
前

　
　
昭
和

ター
ミナ
ル

新
都
市

病
院
前

パ
ボ
ッ
ツ
前

テ
ー
オ
ー・

パ
ボ
ッ
ツ
前

新
世
橋

宮
前
町 バ
ス
セ
ン
タ
ー

大
縄
町

総
合
福
祉

セ
ンタ
ー
前

町松若

前館会
通和昭

町縄大
橋の中

梁
川
町

共
愛
会

病
院
前

松
川
町

市
役
所
前

金
融
公
庫
前

街字十

町元
前堂会公

入
舟
町

旭
町 サ
ン・
リ
フ
レ

函
館
前

二棒

前屋森

銀
座
通

幸
坂

弥
生
町

町見船

通寺名称

寺竜高

浜
分
小
学
校

七
重
浜
５
丁
目

七
重
浜
駅
通

桜
ヶ
丘
団
地

北
大
裏

東
港 港
小
学

校
前

港
小
学

校
前 亀
田
港

慰
霊
碑
前

七
重
浜
７
丁
目

桔西

校学車動自央中

口入通流

通西通流

通東通流

流
通
セ
ン
タ
ー
会
館

桔
林
業
試
験
場
湯
元
花
の
湯

函
館
泌

尿
器
科

ホ
ー
マ
ッ
ク

　
石
川
店

Ｎ
Ｃ
Ｖ

函
館
セ
ン
タ
ー

上
桔

南
桔

桔
小

学
校
前

函
館
ス
パ
ビ
ー
チ

神
山
２
丁
目

東
山
墓
園
前

陣
川
町陣
川
団
地
前

東
山
町
西

よ
つ
ば
学
園
前

東
陣
川

東
山
町放
光
寺

高
野
寺東
照
宮
参
道

苑の宮

園公木の栗

川陣上

海
洋
気
象
台
前

赤
川
通

赤
川
１
丁
目

赤
川
入
口

は
こ
だ
て

未
来
大
学

低
区
貯
水
池

浄
水
場
下

赤
川
小

学
校
前

赤
川
３
区赤
川
貯
水
池赤
川
４
区

下
赤
川

赤
川

石
川
町

石
川
町

会
館
前

石
川
町
第
一

公
園
前 北
美
原

２
丁
目

石
川
町

中
央

美
原
台

美
原
台

団
地
入
口

美
原
台

団
地 美
原
台
東

北
美
原
小
学
校

北
美
原

ｸﾘ
ﾆｯ
ｸ前 附
属
中
学
校
前

亀
田
外
郭
通

美
原
３
丁
目

渡
島
支
庁

赤
川
保

育
園
前

赤
川
中

学
校
前

養
護
学
校
前

亀
田
中
野

根
崎

町松高

川門衛弥
崎根

園育保

崎根

前社神

苔海志上

苔海志

港漁苔海志

前所支亀銭

岩黒

岩黒下

湊新上

湊新
橋川泊汐

米
原

坂
の
下

銭
亀
沢

中
学
校

米
原
２
区

と
ち
の
木
橋

豊
原
町

ゴ
ル
フ
場
入
口

函
館
盲

学
校
前亀
田
小

学
校
前

清
尚
学
院
高
等
学
校
前（
高
台
通
）

桐
花
通
中
央

昭
和
高
台

昭
和
小
学
校

昭
和
２
丁
目

昭
和
営
業
所

昭
和
１
丁
目

前所電変

下坂台高

開
発
建

設
部
前

田
家
町

大育教
前学

フ
ェ
リ
ー

入
口

フ
ェ
リ
ー
前

臨
港
橋

町川堀
通中

町場的

前校学中場的

前校高部中

町任時

町見人

町木乃

自
衛
隊
前

五
稜
郭

病
院
前

芸
術

ホ
ー
ル
前

柳
町

柏
野
小
学
校
裏

館函

前校高

妻大

前校高

業工

前校高

立国

前院病

車動自館函

前校学

前社神荷稲

中
央
図
書
館

公
園
裏

公
園
裏

本
通

１
丁
目

鍛
冶
保

育
園
前

西
堀
病
院
前

鍛
冶
団
地鍛
冶
２
丁
目

冶鍛

目丁１

口入家田

裏園公
通本

目丁２

本
通

小
学
校
裏

本
通
新
橋地団住農
口北通本

校学中

地団住農

通央中

通本

前校学小

工
業

高
校
裏

本
通
農
協
前

団
地
通

市
立
函
館

病
院
前

至
上
磯・
知
内

至
大
野・
江
差

至
七
飯・
森

生
協
団
地

函
館
バ
ス
団
地東
山
墓
園
裏

保川石

前園育

南
石
川函
館
青

年
療
前

石
川
学
園
台

新
都
市
病

院
正
門
前

追
分
福
祉

セ
ン
タ
ー
前

七
重
浜
８
丁
目

大
森
橋

宇
賀
浦
町

堀深

前校学中
大
森
稲
荷
前町川吉

桔 流交

桔 通中

みぐめ

園稚幼
育三

校学小
沢の中

北
石
川

稜
北
高

校
入
口

稜
北
高
校
前

上
湯
川

小
学
校
前

旭
岡
生
協
前

旭
岡
中

学
校
前

至
恵
山・
椴
法
華

白
鳥
町

教
育
大
通

石
田
文
具
前

（
七
重
浜
２
丁
目
）

谷
地
頭

泉温頭地谷
青
柳
町

函
館
公
園

通園公館函

町来宝
町栄

函
館
山

七
重
浜

保
育
園
前

長
万
部
町

今
金
町

せ
た
な
町

八
雲
町

乙
部
町

厚
沢
部
町

江
差
町

森
町

鹿
部
町

七
飯
町

北
斗
市

函
館
市

上
ノ
国
町

木
古
内
町

知
内
町

松
前
町

福
島
町

●
峠
下

大
野
駅
前
●

●
藤
城

鹿
部
出
張
所
●

長
万
部

タ
ー
ミ
ナ
ル
●

江
差
タ
ー
ミ
ナ
ル
●

●
小
谷
石

茂
辺
地
●

松
前

●

●
七
飯
町
役
場

市
渡
●

湯
川
団

地

岡

上

神神

白 学学学

目目

亀
中中

中

前

湯 地

湯
川
団団

湯湯 神
社
前

神神
岡 目

区

幼
稚
園

目
丁

団
地

五

競

湯

五

公公

鍛鍛

裏

前

亀
田

神

中
央
小

　 ター
ミ

タ
市

海

赤

赤

赤

町
館
前前

石

支
庁庁

育

学

亀

保

川

前

新新

湯

目

地

園
前

港
前

岩
湊

湊
橋

通

冶 丁
目

橋地団住農農

本

田
中 前

所
丁
目

和

都
市 前

●

●●

所
前前 ●
●

●

●●
●

●

学
校

学
校

●●

●● ●

湯
倉
湯 神
社
前

亀
田
支
所

神

東

東
山

東

白
百
学
園 東 花 学 湯 学す 日

旭
岡 目

丁
１

４
区

岡
幼
稚
園

目
丁

岡
団
地

３
丁
目

児 公

央
小
学
校

旭 学

外

園

函
館
市
生
活
交
通
路
線

函
館
市
生
活
交
通
路
線
　
1
0
系
統

●
峠

●
●
藤

●
藤

●●

●
峠
下
●
藤
城 ●
七

№
1
　
花
園
銭
中
線

№
1
0
　
旭
岡
団
地
線
②

№
4
　
函
館
長
万
部
線
②

№
3
　
函
館
長
万
部
線
①

№
5
　
下
海
岸
線
②

№
7
　
鹿
部
海
岸
線
②

№
6
　
鹿
部
海
岸
線
①

№
9
　
下
海
岸
線
③

№
8
　
花
園
下
海
岸
線

№
2
　
旭
岡
団
地
線
①

H
2
6
.5
作
成



- 1 - 

 

○平成２６年度事業内容について 

 

１ 地域公共交通調査事業に係る経過 

 ○平成２５年度  

  地域公共交通確保維持改善事業費補助金 ６，０００，０００円 

 委託業者  株式会社 ドーコン 

           委託金額  ５，９８４，０００円 

 ○平成２６年度 

  地域公共交通確保維持改善事業費補助金 

  H26.4.1 交付申請 ４，３２０，０００円 

  H26.5.1 交付決定 ３，０００，０００円 

 

２ 事業の実施内容 

  函館市では，市民生活に欠かすことのできないバスや電車などの公共交通を，将来にわ

たって持続可能なものとするため，平成 25 年度から当協議会において，今後の公共交通

のあり方についての検討を行い，本年2月に検討報告書をとりまとめ，この報告書を基に，

市で「地域公共交通総合連携計画」を策定した。 

  平成26年度は，当該連携計画に基づくバス路線網の再編等を実現化するため，乗継施設

の整備や関連施策を組み合わせた再編計画（生活交通ネットワーク計画）を策定する。 

 

実施項目 実施内容 

公共交通再編案の検討 ○公共交通路線再編案の作成 

○交通結節点整備案の作成 

公共交通再編案の検証 ○区間別公共交通路線再編案の作成  

○公共交通路線再編のシミュレーション 

実現化方策の検討 ○実現化に向けた検討 

○公共交通関連施策の検討  

○スケジュールの作成  

協議会開催 ・計画策定に向けた検討・協議するための協議会を開催 

 

３ 今後の主なスケジュール 

平成25年度    地域公共交通調査事業（主体：協議会） 

公共交通のあり方検討報告書作成（主体：協議会） 

          地域公共交通総合連携計画の策定（主体：市） 

平成26年度    生活交通ネットワーク計画の策定（主体：協議会） 

平成27年度以降  具体的施策の実施（主体：交通事業者，市または協議会） 

 

資料－３ 
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○
区
間
別
公
共
交
通
路
線
再
編
案
の
作
成

公
共
交
通
路
線
再
編
案
を
基
に
，
主
な
区
間
の
よ
り

詳
細
な
再
編
案
を
作
成
す
る
。

○
公
共
交
通
路
線
再
編
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

路
線
再
編
に
よ
る
運
行
台
キ
ロ
，
運
行
本
数
，
平
均

運
行
距
離
の
変
化
や
，
路
線
の
運
行
頻
度
，
料
金
の
変

化
に
よ
る
，
各
路
線
区
間
利
用
者
，
拠
点
で
の
乗
継
利

用
者
数
な
ど
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
算
出
し
，
再
編

案
の
検
証
を
行
う
。

○
実
現
化
に
向
け
た
検
討

公
共
交
通
再
編
案
の
検
証
の
結
果
や
，
他

都
市
に
お
け
る
導
入
事
例
等
を
参
考
に
、
整

備
手
法
や
事
業
化
に
む
け
た
課
題
等
の
整
理

を
行
い
，
実
現
化
方
策
を
取
り
ま
と
め
る
。

○
公
共
交
通
関
連
施
策
の
検
討

公
共
交
通
活
性
化
の
た
め
の
関
連
施
策
の

実
現
可
能
性
を
検
証
し
，
導
入
時
期
を
検
討
す

る
。

○
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
の
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
策
定
す
る
。

公
共
交
通
再
編
案
の
検
討

公
共
交
通
再
編
案
の
検
証

実
現
化
方
策
の
検
討

（
別
紙
３
）

○
公
共
交
通
路
線
再
編
案
の
作
成

昨
年
度
策
定
し
た
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を

基
に
，
公
共
交
通
路
線
再
編
に
つ
い
て
，
補
足
の
調
査
や

デ
ー
タ
の
整
理
の
ほ
か
，
交
通
事
業
者
の
運
行
実
態
や

意
向
を
調
査
し
，
実
現
可
能
な
路
線
再
編
案
を
作
成
す
る
。

○
交
通
結
節
点
整
備
案
の
作
成

路
線
再
編
案
を
基
に
，
各
交
通
結
節
点
の
設
置
場
所
や

必
要
と
さ
れ
る
機
能
，
規
模
等
を
検
討
し
，
そ
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。


